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地 人 論 の 系 譜

A.Guyotと 内 村 鑑 三
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WrittenbyA.GUYOTandImo.LTCHIMURA

UsaoTSUJITA

(1977年9月30日 受理)

は し が き

19世 紀 の 中葉,1849年 の1,2月 に か け,ア メ リカ の ボ ス トンで12回171._.わた る地 理 学 の

公 開講 演 が行 なわ れ,同 年5月 この講i義が ま とめ られ てTheEarthandManと 題 す る1

冊 の書 物 に な っ た.著 者 は フ ラ ンス 系 ス イ ス 人 ギ ヨ^1)A.Guyotで あ って,の ち しぼ ら

く英 語 国 民 の 間 で ひ ろ く読 まれ,地 理 学 の 古 典 の1つ に 数 え られ て い る.

一 方
,こ れ よ り45年 お くれ た1894年(明27),日 本 で 内村 鑑 三 の 『地 理学 考 』 が 出 現,

2年 後 の1896年 にr地 人 論 』 と改 題 され た が,こ れ もか な りの反 響 を 呼 び,社 会 的 に 注 目

され た.こ の2書 に 限 らず,当 時 「地 と人 」「地 人 論 」 とい う よ うな題 名 を もつ 書 物 が,東

西 軌 を 一 に して 現 れ た の は な に ゆ え で あ ろ うか.

19世 紀 の 前 半,A.Humboldtと と もに近 代地 理 学 の 基礎 を 置 い た とい わ れ るC.Ritter

が 『自然 お よび 人 類 史 との 関 連 に お け る地 理 学 』DieErdkundeimVerhaltniszurNatur

undzuGeschichtedesMenschen(1817-1818)を 出 し,そ の ころ か ら地 理 学 は 従 来 の よ

うに 地 球 とそ の 住 民 を 記 述 す る学 問 か ら脱 皮 し,地 球 と人 間 の 歴 史 との 相 互 関 係 を 追 究 す

る こ とを 主 要 な 使 命 とす る学 問 に変 貌 して い った.そ して,い わ ゆ る地 人 相 関 に 中 心 を 置

く地 理 学 は19世 紀 の終 り ごろ,F.Ratze1のAnthropogeographie(1882-91)に よ っ て さ

らに 前 進 し,総 括 され て,地 理 学 は1つ の新 しい 科学 と して 容 認 され るに 至 った.人 文 地

理 学 とい う名 称 も また こ こか ら生 れ,人 文 地 理 学 は地 人 相 関 の 学 と定 義 され る よ うに な っ

た.

リ ッ ターか ら ラ ッ ツ ェル に至 る期 間,す な わ ち19世 紀 後 半 か ら20世 紀 初 頭 に か け,世 界

の 先 進 国 で刊 行 され た 地 理 書 は,そ の 多 くが リヅ タ ーの 影 響 を 受 け,地 人 相 関 を 端 的 に 表

現 す る 「地 と人 」「地 球 と人類 」「地 人論 」 な どの 題 名 を 冠 して 出 版 され た.リ ッタ ー の地 理

学 に つ い て は,わ が 国 に も野 間三 郎2)・ 水 津 一 朗3)・ 岩 田慶 治 氏4)ら の す ぐれ た 研 究 が あ

り,い ま さ ら贅 しな いが,リ ッ タ ー(1779-1859)の 存 命 中 に リッ タ ー と 同工 異 曲 の 『地

と人 』 を著 わ した のが 前 記 ギ ヨ ーで あ る.

ギ ヨー よ りす こ しお くれ て,ア メ リカ合 衆 国 で はThomasEwbankの 『世 界 は 仕 事 場,
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____.名人 間 と地 球 の 自然 関 係 』TheWorldaWorkshop:or ,thePhysicalRelationshipof

MantoEarth(1855)が 書 か れ,次 い でSempleに も影 響 を 与 え たG.P.Marshの 有 名

な 『人 間 と 自然 』ManandNature:orPhysicalGeographyasModi丘edbyHuman

Action(1864)が 出た.さ らに20世 紀 に 入 る とN.S.Shalerが ギ ヨ ーの書 名 と酷 似 した

『人 間 と地 球 』ManandtheEarth(1905)を 出 して い る.一 ・方,ヨ ー ロ ッパ で は,リ ッ

タ ーに 直接 学 ん だJ.E.Reclusが 『地 と人 』LaNouvelleGeographieUniverselle,la

TerreetlesHomme,(1875～94)と い う19巻 か らな る大 著 を著 わ し,1905～08年 に これ

を圧 縮16巻 本 の 『人 と地 』L'HommeetlaTerreを 出 した.前 者 は 『地 球 とそ の 住 民 』

TheEarthandItsInhabitants(1878-94)の 名 で 英 訳 され,わ が 国 で も1930『 地 人 論 』

(1943『 世 界 文 化 史 大 系 』 と改 題)と い う名 前 でー 部 分 醗 訳 され た が,そ の 訳 者 が 原 著 者

ル ク リュ ー5)と 同 じ社 会 主 義 者 で あ り,か つ 内 村 鑑 三 の万 朝 報 社 時 代 の 同僚 で,内 村 を尊

敬 して い た6)石 川 三 四 郎 氏 で あ った こ とは 奇 縁 で あ る.

以上 の よ うに19世 紀 後 半 か ら20世 紀 初頭 まで に い ず れ も リヅ ター の流 れ を 汲 む地 人 論 数

編 が 現 わ れ た が,19世 紀 の終 り近 くまだ 系 統 的 地 理 書 の乏 しか った 日本 に 内村 鑑 三 の 『地

理 学 考 』 が 出 現,空 谷 に 建 音 を 聞 く感 が あ った.
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か つ て ア メ リカ合衆 国 に 留学,同 国 の地 理 学 史 に 精 通 され て い る元 学 術 会 議 会員 渡 辺 光

博 士 は,筆 者 が 内村 鑑三 の地 人 論 に 関 心 を 有 す る こ とを 知 り,筆 者 と会 談 の際,判 で押 し

た よ うに,ギ ヨ ー,内 村 両 地 人 論 の 関 連 を 筆 者 に 語 られ た.渡 辺 氏 は,内 村 の地 人 論(以

下 地 人 論Uと 略 記)は ギ ヨ ーの 『地 と人 』(以下 地 人 論Gと 呼 ぶ)と きわ め て類 似 し,ほ と

ん ど同 内 容 で あ る 旨を く り返 し言 わ れ,こ れ は2つ の地 人 論 を併 読 す れ ば 明 か に 分 る と付

加 され た.

渡 辺 博 士 か ら筆 者 に 贈 られ た 近 著r地 理 学 概 論 』(1977)に お い て,博 士 は 日本 の地 理 書

と して は 珍 し く,約4頁 を 費 して ギ ヨーを 紹 介 され て い る が,や は り内 村 の 地 人 論 は,ギ

ヨ.一..のそ れ を 祖 述 した と書 か れ てい る.祖 述 とい う こ とば を2回 用 い,ギ ヨ ーは リッ タ ー

を 祖 述 し,内 村 は ギ ヨーを 祖 述 した と し,リ ッ タ・一一・ギ ヨ.一.・内 村 とい う地 人 論 の 系 譜 を

示 され た7).

渡 辺 博 士 との数 回 の談 話 の際,ギ ヨr-一の地 理 書 は 未 見 で あ った た め,内 村 の 地 人 論 の

Originalityを み とめ なが ら,そ の時 点 で は渡 辺博 士 の 祖 述 説 を 信 ず るほ か は な か った.と

ころが,1970年,お よそ100年 ぶ りで,ギ ヨ ーの 地 人 論 が ほ とん ど原 型 の ま ま蘇 刻 され,

筆 者 と して は は じめ て 両 地 人論 を 併 読 す る機 会 に 恵 まれ た.

以 下,こ れ ら2つ の 地 人論 を 比 較 しな が ら,内 村 の 地 人 論 が ギ ヨー のそ れ を祖 述 した も

の か ど うか,そ の こ とを 検 討 して み た い.も しか した ら これ は 祖 述 とい う こ とぽ の 国語 的

解 釈 の 問 題 に 還 元 す るか も知 れ な い が,筆 者 と しては 内村 の地 人 論 は ギ ヨ ー とは異 質 の も

の で あ る とい う気 が して な らな い.

両 地 人 論 の 比 較 を 試 み る前 に,そ れ ぞ れ の 地 人 論 の書 か れ た 社 会 的 背 景 を 知 る必要 が あ

る.そ の た め,ま ず ギ ヨーお よび 内村 の小 伝 を 述 べ てみ た い.た だ しギ ヨ ーに つ い て は,

光 と陰 の よ うに ギ ヨ ーに 密 着 し,ギ ヨ・一一を 先 導 した 大 生 物 学 者 ア ガ シLouisAgassizに つ

い て もあ わ せ 考 察 しな け れ ば な らな い.

なお,細 部 に お け る見 解 の相 違 は あ っ て も,ギ ヨ ーに お け る ア ガ シの よ うに 絶 え ず 筆 者

を 指 導 し,国 際 地 理 学 連 合 の特 別委 員 会 の メ ンバ ーに,2度 にわ た り推 挙 して 頂 い た 渡 辺

博 士 に 敬 意 と謝 意 を 捧 げ た い.

1.ギ ヨー の人 と業 績

地 人 論Gの 著 者ArnoldH.Guyotは1807年9月28日,ス イ ス の 西 方 ニ ュ.一一.シャ テル 州

の ブ,一デ ヴ ィ リェに 生 れ た.ニ ュー シ ャテ ル のcoUさgeを 経 て,1825年 ドイ ツに 留 学,カ

ー ル ス ル ー 工滞 在 中8),生 涯 水 魚 の交 わ りを結 ぶ こ と とな った 同 郷 の ル イ ・ア ガ シを 識 っ

た.ア ガ シの家 が 父祖 代hキ リス ト教 の牧 師 で あ った9)こ とに 刺 激 され た の か,ギ ヨー も

こ の ころ聖 職 者 に な ろ う と決意 し,ベ ル リン大学 に 入学 して 神 学 を 修 め た.彼 は 神 学 のほ

か,哲 学 ・自然 科 学 に も興 味 を抱 い た が,地 理 学 教授 カ ール ・リッ タ ーの 講 義10)を 聞 くに

及 び,地 理 学 こそ 一 生 を托 す る に足 る重 要 な学 問 で あ る こ とに 気 付 きは じめ た.同 じこ ろ

『資 本論 』 の著 者 カ ール ・マ ル クス も リヅ タ ・一一一の 地 理 学 の 講 莚 に 列 して い た11)が,ギ ヨー

とは全 然 別 の針 路 を と った.

ギ ヨ.一一一 また 大 地 理 学 者A.フ ンボ ル トと も接 触 し,フ ン ボル トか ら動 植 物 採 集 の指 導

を 受 け た12).1835年 ベ ル リンで 学位 を 取 得,つ づ く4年 間 は 教 師 を しな が ら,パ リで生 活

した.こ の 間,ア ル プス の 氷 河 を6週 間 継 続 して 調 査 し,そ の報 告 醤 を パ リの地 質 学 協 会

に 提 出 した.氷 河 の 中 の 氷 の 成 層 構 造 を 指 摘 した の は,氷 河 研 究 史 上 ギ ヨーが 最 初 だ った

とい わ れ る.
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ギ ヨーの 親 友 ア ガ シ も 同 じ ころ パ リに居 住 し,す で に 魚 類 学 者ichthyologistと して名 を

成 してい た.ア ガ シは ギ ヨ.一一_と同年 の1807年5月28日 ス イ ス の モ ラMorat湖 畔 に生 れ,ギ

ヨー よ りわ ず か4か 月 の先 輩 で あ った が,学 問 的 に は ギ ヨー の手 が 届 か な いほ ど早 く有 名

とな り,大 成 の域 に あ った.パ リの カル チ ェ ・ラ タ ソ区 で 極 貧 と闘 い なが ら,魚 類 学 の ほ

か 生 物 学 ・地 質 学 の あ らゆ る 分野 を 征 服 し よ うとい う野 心 に 燃 え,20歳 代 で早 くも,19世

紀 屈指 の生 物 学 者 とな るべ き資 質 の 片 鱗 を 示 してい た.な ぜ か 同年 代 の 生 物学 者Charles

Darwin(1809-1882)と は 反 りが 合 わ ず,終 始 犬猿 の 間 柄 で あ った こ とは 有 名 であ る.彼

の学 識 は地 理 学 者 フ ソボ ル トや 当 代随0の 生 物 学 者Cuvierの 知 る と こ ろ とな り,1832年

これ ら2碩 学 の推 薦 で 母校 ニ ュ ・一シ ャテ ル のcollさgeの 教 授 と な った.1838年 この学 校 が

大 学universiteに 昇格 す る と,そ の 翌年 ギ ヨ ーを 同 じ大 学 に 招 き,歴 史 と 自然 地 理 学 の 講

座 を担 当 させ た.

当時,ア ガ シの 熱 中 して い た の は,す で に 魚 類 の 分 類 や 魚 の化 石 で は な く,大 学 の 近 く

に の ぞ まれ るア ル プス の 氷 河 の 構 造 や 運 動 に 関 す る研 究 で あ った.ア ール 氷 河上 に 山 の 家

H6teldesNeuchateloisを 構 築 し,ア ガ シ,ギ ヨーそ の他 の青 年 学 者 が こ こに 合 宿 して 氷

河 地 形 の 究 明 に 情 熱 を 傾 け た.こ れ は ま こ とに 羨 む べ き学 問 的風 景 で あ った が,つ い に ア

ガ シの 学 名 は 海 を 越 え て ア メ リカ合 衆 国 に も達 した.1846年 ボ ス トンのLowellInstitute

の公 開 講 演 を 皮 切 りに,合 衆 国各 都 市 に 講 演 旅 行 を行 な い,1848年 ハ ・一バ ー ド大 学 の動 物

学 教 授 に 就 任 を 要 請 され た.広 い 北 ア メ リカ は 自然 研 究 の 宝 庫 で あ った か ら,ア ガ シは 合

衆 国 に 永 住 を 決 意 し,こ の間1日 を割 い て合 衆 国 第16代 の リン カ ン大 統 領 を 表 敬 訪 問 して

い る.わ ず か 数 か 月間,し か も粗 末 きわ まる 丸 木 小 屋 の 学 校 で しか 就 学 経 験 の な い リンカ

ンが,こ の世 界 的 な学 者 と どん な 問 答 を 交 わ す か,大 統 領 側 近 は 心 配 した が,リ ンカ ンは

本 に 書 い て な い知 識 で ア ガ シを あ し らい,2人 は 子 ど もの よ うに 嬉 々 と して数 時 間 を過 ご

した とい う13).

ア ガ シは ア メ リカに 来 て も,や は り旧 友 ギ ヨ ーを 思 う.1849年 ギ ヨー を誘 致 し,彼 自身

ア メ リカで 第 一 声 を あ げ た 同 じ ロ ーエ ル 研 究 所 の 講 壇 に 立 た せ,地 理 学 を講 ぜ しめ た.こ

の と きの 講 義 が 基 礎 とな って,前 述 の よ うに 地 人 論Gが 生 れ た.1849年 初版 の あ と,数 回

版 を 重 ね,合 衆 国 の ほ か,イ ギ リスで も刊 行 を 見,フ ラ ンス語 版 もあ る.日 本 訳 は な か っ

た が,小 藤 文 次 郎 博 士 が 「サ キ ニ独(ド イ ッ)ノ リヅテ ル氏 ア リ,又 ペ ッ シ ェル 氏 ア リ,出

デ テ斯 学(地 文 学)ヲ 説 キ後 リ ヅテル ノ門 下 二瑞 西 ノジ ョ ー氏 出 テ 去 リテ遠 ク北 米 二移 リ,

哲 学 的 ノ地 文 書 ヲ著 述 ス,今 猶 ホ本 邦 ノ痒 序 二於 テ之 ヲ教 科 書 ト為 ス モ ノ勘 カ ラ ス」14)と

記 され た よ うに,地 人 論Gは 当時 日本 で もか な りひ ろ く読 まれ た よ うで あ る.

地 人 論Gの 初 版 に お け る著 者 の 肩 書 はProfessorofPhysicalGeographyandHistory,

atNeuchatel,Switzerland.と な って い るが,こ の ころ ギ ヨーの 属 してい た ニ ュ ー シ ャ テ

ル大 学 の 学 部 の存 続 問 題 が 起 こ り,学 内 に お け るギ ヨ ・一一の 位 置 が 不 安 定j'Yな った とい う事

情 も あ っ て,ギ ヨーは ア ガ シを 頼 っ て合 衆 国 に 帰 化 す る こ と とな った.最 初 は`7サ チ ュ ー

セ ッツ州 の教 育 委 員 会 に 籍 を置 き,指 導 主 事 と して 管 内 の 教 師 に 地 理 学 と教 授 法 の指 導 を

行 ない,教 育 者 と して も令 名 を と どろ かせ た.1854年 ニ ュ ー ジ ャ...._.シ・.一大 学(の ち1896年

プ リソス トソ大 学 と改 名)15)の 地 質学 お よび 自然 地 理 学 の 教 授 に 任 命 され,1884年2月8

日死 没 の 日ま で約30年 間 この ポ ス トを 守 りつ づ け た16).

彼 の師 リヅ タ ーが大 学 に お け る地 理 学 講 座 担 当 の 教 授 と しては,世 界 最 初(1830年,ベ

ル リン大 学)の 人 で あ った よ うに,ギ ヨ,_._..もまた ア メ リカ合 衆 国に お け る地 理 学 教 授 の草

分 け と して の 栄 誉 に 輝 い た17).し か しギ ヨーの よ き友,彼 の推 薦 者,後 援 者promoterで
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あ った ア ガ シは,僚 友 の晩 年 の 活 動 を 見 届 け る こ とな く,ギ ヨー よ り約10年 早 い1873年 に

死 没 し,マ サ チ ュ ウセ ヅ ツ州 オ ーバ ・一一ン山 上 の 墓 地 に 葬 られ た.ア ガ シ の墓 標 の傍 に は ス

イ ス ア ル プ ス,ラ ウ タ・一一ア ール氷 河 か ら運 ばれ た氷 河 石boulderが 安 置 され,Tyndallon

Glaciersな どの 名 著 を 残 した 稀 有 の 氷 河 学 者 の 記 念 とな っ て い る.当 然 の こ と と して,ギ

ヨ ・一一は1883年 親 友 ア ガ シの た め に 有 名 な 回 顧 録memoirを 書 い た.

ア ガ シの 華 麗 な学 問 的 業 績 に く らべ て,ギ ヨ ・一一の 学 業 は きわ め て地 道 に推 進 され た.彼

は 数年 間 夏季 休 暇 を 返 上 して南 北 に 長 い アパ ラチ ア山 脈 を 縦 走,晴 雨 計 を 用 い て ジ ョー ジ

ア 州 か ら メ ー ソ州 に至 る各 地 点 の 高 度 を 測 定 し,あ る意 味 で合 衆 国地 形 学 の先 駆 者 の1人

とな った18).ま た 一 時 海 底 地 形 の 調 査 に あ た り,現 在 に 至 る ま で彼 の名 前 を記 念 したguyot

(表面 の平 坦 な海 底 山 脈)と い う国 際 地 理 用 語19)を 残 して い る.さ らに ニ ュー イ ン グ ラ ソ

ド各 地 の気 象 観 測 を 熱 心 に 行 な い,合 衆 国 に 国家 事 業 と して気 象 観 測 制 度 を発 足 させ る原

動 力 とな った.そ の 多 角 的 な 活 動 に もか か わ らず,渡 辺 博 士 も指 摘 す る よ うに,ギ ヨ ーに

は 学 問 上 の 後 継 者 は な く,学 者 と して は や が て忘 れ られ た 存 在 に な る.

しか し敬 虞 な キ リス ト教 徒 と して,ま た 誠 実 な教 育 者 と して ギ ヨー の名 は い まで も合 衆

国 で 語 り継 が れ る.彼 は 数 種 類の 地 理 教 科 書,壁 地 図 を編 集 し合 衆 国 の地 理 教 育 を 促 進 し

た.ア ガ シ も生 前 ギ ヨ ーに 協 力 を お しま なか った が,2人 して 合 衆 国 の 科 学 教 育理 論 を確

立 した.た とえ ぽ 地 理 学 ・地 質 学 の学 習 に お い て は,テ キ ス トや 教 室 内 の授 業 が 重 要 な の

で は な く,野 外 に 行 き,み ず か らの 目 で地 物 を 観 察 し,そ の実 態 を把 握 す る こ とに 重 点 を

置 くべ きで あ る と した.一.種 の フ ィ ー ル ド主 義 ともい うべ く,こ れ は数 十 年 後 ドイ ツか ら

合 衆 国 に 帰 化 し,地 理 学 は 一一に も二 に もfieldで あ る こ とを 強調 したC.Sauerの 地 理 教

授 法 に 先 行 す る もの で あ る20).

な お 内 村 が ギ ヨ ーを 高 く評 価 してい た の も 「ヵ 一 ル ・ リヅテ ル の 崇拝 家 と して,米 国 人

の 無 頓 着 な るに 関 せ ず,三 十 年 間 孜 々 と し て地 理 教 育 新 組 織 を伝 布 せ し よ り,北 米 に お け

る今 日の 地 理 教 育 な る もの は 近 来 著 し く進 歩 を 現 は し」21)と あ る よ うに,地 理 教 育 者 と し

て の ギ ヨ ーで あ った.

2.内 村鑑三と地理学

内村鑑三(1861-1930)は,知 名度の比較的低いギヨーとは異なり,近 代日本の生んだ

偉大かつユニークな思想家として有名である.内 外人による数十の評伝 ・論文がすでに出

てお り22),文化人切手にもなっているぐらいであるから,い まさら改めて内村の伝記を跡

づける必要はない.こ こでは地人論Uの 生まれる背景 として,内 村 と地理学 とのかかわ り

を追求すれば事足 りるであろう.

内村はギヨーより約半世紀お くれた1861(文 久3)に 上州高崎藩家老の長男として江戸

に生れた,幼 時は故郷の上州で自然 と親 しんで生活 し,家 庭ではきびしい儒教的教育を受

けた.13歳 で上京3年 間東京外国語学校で英語を学んだあと,1877年(明10)北 海道開拓

使を養成する目的で設立された札幌農学校(北 海道大学の前身)に2期 生として入学,同

期生には新渡戸稲造,宮 部金吾らがいた.後 年彼の述懐によれば,内 村は地理学者になろ

うとして農学校に入った とい う23).少年時代はだれでも0度 は地理学者になろ うとする夢

をもつ といわれるが24),内 村の地理学者指向はかな り現実的であ り,彼 の うちには地理学

への憧憬 と性向bentが 傾向的に内在 していた.札 幌農学校における3期 後輩25)の志賀重

昂のような専門的な地理学者にはならなかったが 「真理を恋ひ慕ふ誠意を以てすれば地理

学は一種の愛歌なり,山 水を以て画がかれたる哲学な り,造 主の手に成れる予言書な り」
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内 村 鑑 三

と地人論Uの 冒頭でみずか ら定義したその地理学を

0生 を通 じ愛 しつづけた.

農学校在学中に内村はキ リス ト教徒 とな り,ま た

入学時の志望を転 じて水産学で身を立てることを決

意する.教 師の大半がアメリカ人で占められた札幌

農学校の図書室には,当 時アメリカで流通 していた

標準的な科学書や教科書類が多数置かれてお り,内

村は このなかにアガシの魚類学の書物を見出し,こ

れが1つ の動機 となって内村を水産学に走らせたと

思える節がある.農 学校卒業後農商務省水産課に勤

務し,現 在でも高い評価を得ている 「日本産魚類 目

録」(約600種)を 作製26)したのも,約 半世紀前,ア

ガシが出版 した 「中央 ヨmヅ パ淡水魚自然史」27)

に範を求めたとも考えられる.内 村がアガシを学問

の先達の1人 としていたことは,内 村の著作のなか

に しば しば ア ガ シの 名 が 出 て くる こ とか ら,そ の一 端 が うか が え る.

1884年(明17)内 村 は 妻 の 背 信 で 打 撃 を 受 け,そ の傷 を癒 す べ くア メ リカ合 衆 国 に 渡 り,

最 初 の8か 月 問 は ペ ン シル ヴ ァ ニ ア州 の 少 年 白痴 院 の看 護 夫 と して試 練 に満 ち た 生 活 を 送

っ た28).こ の年 は奇 し く もA.ギ ヨ ーが 死 没 した 年 であ った が,そ の時 点 で 内 村 が ギ ヨ ー

を意 識 して い たか,ど うか は 明 か で な い.翌1885年 同郷 の新 島 嚢29)の 紹 介 に よ り,マ サ チ

ュ ー セ ッ ツ州 西 部 ア マ ス ト大 学 の給 費生 とな り,こ こで 地 質 学 ・鉱 物 学 ・史 学 ・ ドイ ツ文

学 ・聖 書 文 学 を 学 ん だ.

ア マ ス ト大 学 に お け る 内村 の最 大 の収 穫 は 総 長 シ ー リーか ら信 仰 とは 何 か を 教Z .られ た

こ とで,こ れ は 一・生 を 通 じ彼 の精 神 的 支 柱30)と な った .学 科 の な か で 彼 に 深 い 感 動 を 与 え

た の は 史 学 と地 質 学 で あ った.講 義 の1つ1つ が 問 題 提 起 で もあ ったMorse教 授 の 世 界

史 の 講 義 は 彼 に 史 学 の 真 髄 を さ さや い た.こ れ は歴 史 的 な新 しい 天 啓 で あ った31)と 彼 自身

書 くよ うに,死 骨 の よ うに 彼 の 脳 中 に 埋 没 して い た歴 史 的 事 実 は1つ の 組 織 の も とに 整 然

と,一 幅 の活 画 と して彼 の 前 に 展 開 され,地 理 と同 じよ うに歴 史 を読 む こ とは 彼 の 終 生 の

快 楽 とな り慰 め とな った.

彼 は 帰 国後 「史 学 の研 究 」32)(1896)を 書 き,ま た 多 数 の 外 国 文 献 を 消化 して 未 完 の名 著

『興 国史 談 』33)(1900)を 著 作,歴 史 家 と して も非 凡 な 才 能 を 発 揮 した.と くに 日本 の政 治

・殖 産 ・農 業 経 済 ・儒 学 ・仏 教 に貢 献 した5人 の 偉 人(そ れ ぞ れ 西 郷 隆 監 ・上 杉 鷹 山 ・二

宮 尊 徳 ・中 江 藤 樹 ・日蓮)を}ら び150頁 に 近 い 英 文 の伝 記RepresentativeMenofJapan

(1908)を 書 いた こ とは 日本 の史 学 史 の上 で注 目 され て よい.こ の 書 物 は 直 ち に ドイ ッ語 ・

デ ンマ ー ク語 に 蘇 訳 され,ヨ ー ロ ッパ で も非 常 な反 響 を 呼 び 起 こ した .史 家 大 久 保 利 謙 氏

は 彼 を 日本 史 学 史 で 問 題 に しな い の は ふ しぎ で あ る34)と 言 って い る.

内 村 の ア メ リカ留 学 中 の い ま1つ の 収 穫 は 地 質 学35)の よき指 導 者 に 恵 まれ た こ とで あ る.

地 質 学 の教 授Emersonは 「自然 を して 彼 女 自身 の教 師 た ら しめ よ」 とい うア ガ シ36),ギ

ヨ ーの即 物 的 現 地 主義 的教 育 法 の忠 実 な 実 践 者 で あ った ら し く,ル コ ン ト,デ ーナ の地 質,

鉱 物 書 を 用 いは した が,こ れ らに重 きを お か ず,内 村 ら学 生 を 率 い て地 質 鉱 物 の現 地 指 導

を 行 な った.そ の た め 内村 は 「ア マ ス ト近 郊 十 哩 の地 に して 地 質 学 的 に 興 味 あ る場 所 に し

て 践 渉 せ ざ る所 は 少 な し」37)と 豪 語 で き るほ ど地 質 学 の知 識 が 豊 富 に な った .ま た,こ の
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こ ろ の 地 質 学 巡 検 の 一 日,マ サ チ ュ.一一.セッ ツHolyoke山 頂 に お い て 地 理 学 者 フ ン ボ ル ト

自 筆 の 碑 文AlexandervonHumboldt,InDeutschlandgeboren,EinBurgerderWelt,

「 ドイ ツ国 に 生 れ た る 世 界 の 市 民 ア レ キ サ ン ダ ー ・フ ォ ン ・ フ ン ボ ル ト」 を 見 出 し,深 い
　 　 　 　 　

感 動 に 襲 わ れ た.内 村 が 後 年,口 癖 の よ うに唱 えた 「世 界 の市 民」 とい うこ とぽ は,こ の

と き彼 の 脳 裡 に 刻 印 され,地 理 学 の 目的 は 世 界 の市 民 を作 る こ とで あ る とい う思 想 に 発展

した.

1888年(明21)4年 間 の ア メ リカ留 学 を 終 え て帰 国,2年 後 旧制 第 一 高 等 学 校 の 講 師 と

な り,歴 史 を 教 え た が,翌1891年1月 例 の 不 敬 事 件 で講 師 を 辞 し,東 京 に もお られ な くな

って 各地 を 転 々す る.方 々の 学 校 で 地 理 ・歴 史 ・英 語 等 を 教 えた が,長 続 きせ ず,92年 結

婚 した三 度 目の妻 の 実 家 の あ る京 都38)に 来,よ うや くこ こ に安 住 の地 を 見 出 した.以 後,

3年 間精 力 的 な著 作 活 動 に 入 るが,そ の 処 女 作 は,ア メ リカ発 見400年 を 記 念 した 『コ ロ

ソブ ス の功 績 』(1892)で あ った.同 じ年 横 浜 英 字 新 聞 にJapan:ItsMission39)を 寄稿 し

た が,彼 は この なか で 日本 の地 理 学 上 の 位 置 な らび に 形 状 に つ い て述 べ,近 代 人 文地 理 の

始 祖 リ ヅ タ・一一と,そ の ス イ ス人 の 弟 子 ギ ヨ ーの地 人 論 を 紹 介 しなが ら,か れ らの 書 物 か ら

示 唆 を うけ,日 本 の天 職 は 「東 西 両 洋 の 中裁 人40)媒 介 者 」 とな り,ア ジ ア を弁 護 し,西 洋

文 化 の紹 介 者(harbinger)と な る こ とで あ る と結 ん だ.こ の と きす で に地 人 論 の構 想 は成

り,こ れ を 彫 琢 して2年 後 『地 理 学 考 』 と して発 表 され た.

京 都 の旅 寓 で支 那鞄 を机 の 代わ りに して 書 い た とい うこの 書 物 は 決 して啓 蒙 書 で は な く,

日本 の地 理 書 と して は最 初 と思 わ れ る20余 の 外 国 文 献 を 参 考 書 目 と して あ げ,当 時 の 知 識

人 の 目を見 張 らせ た.

『地 理 学 考 』 は,内 村33歳 の 作 品(地 人論Gは ギ ヨ ・-42歳の 作)で あ り,同 じ年 に 出 た

志 賀重 昂 の 『日本 風 景論 』41)同 様 青年 の 覇 気 が 感 じられ る.2年 後,第2版 を 出 す と き,

友 人新 渡 戸 稲 造 な どの 助 言 に よ り,彼 と して は 不 本 意 で あ っ た が,ギ ヨ ーの 著 書 か ら ヒ ソ

トを 得 た 『地 人論 』 に 改 名 した.第2版 の 序 で 「余 は 久 し く本 書 の 改題 に 躊 躇 せ り,然 れ
.............

ど も二 三親 友 の 勧 誘 に 従 ひ,つ ひ に 先 哲 ア ー ノ ル ド ・ギ ヨ.一一.氏の著 書 に倣 ひ,そ の 名 を か

りて この 書 に 附 す るに 至 れ り,勿 論 彼 の 優 此 の 劣 は 余

の 言 を 待 た ず して 明 か な り」 と内 村 が 書 くよ うに,し

ぶ しぶ 題 名 を 変 更 した の で あ る.名 は 借 りた が,実 態

は ギ ヨ ーの そ れ とは 違 うの で あ る とい う内村 の 反 骨 精

神 が この 自序 の 言 外 に 盗 れ て い る.ギ ヨーに くら べ優

劣 は 自明 で あ る と記 した の も,儀 礼 的 な謙 辞 と い うよ

り,始 め か ら質 が 違 うの だ か ら比 較 に価 しな い こ とを

示 唆 して い る よ うに 思 わ れ る.し か し,文 中5～6箇

所 で ギ ヨ ーの こ とば を 引 用 し,そ の6大 洲 山脈 図 は ギ

ヨ ーの 地 文 学 に よ った とあ とが きで こ とわ っ て い る.

た しか に 内 村 の 地 理 書 と して は 地 人 論Uが あ るだ け

で,彼 の み の り多 い 著 作42)の 標 題 に 地 理 の 文 字 は 見 出

せ な い.し か し折 に ふ れ,断 片 的 に 発 表 した 小 国地 誌

は 相 等 の 数 に 上 り,と くに 明治 の 口本 では 疎 外 され て

い た 北 欧43)・ 中 近 東 ・中 央 ア ジ ア ・ア フ リカ の諸 地 域

の 地 理 に 国 民 の 注 意 を 向 け た.も ち ろ ん,そ れ ら知 ら

れ ざ る土 地 で行 なわ れ て い る世 界 的 大事 業,そ こに 活r地 理学考』初版の表紙
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動する偉大な人物の紹介も忘れなかった.

20世 紀以後約30年 間の彼の後半生は,集 会お よび文書を通じての聖書研究に集約される.

しかし,こ うした精神的活動と平行 して依然地理学への生涯的熱愛と関心とを持続 した.

少数の地理学者以外はほ とんど手に しなかった英文地理書 ・探検書 ・地図類を読み,数 種

類の英米地理学雑誌44)を購読 して,世 界地理の最新の情報を把握することを怠 らなかった.

彼の集会の聴衆や,彼 の死去までつづいた月刊個人雑誌 「聖書乃研究」の読者のなかには,

キ リス ト教そのものよりも,彼 か ら地理的知識を期待する者も少 くなかったという.

世界各地に散在する彼の信者か ら寄せ られ る情報によって,居 なが らにして世界を達観

し,世 界諸地域に関する地理的知識は,と きどき世界を周航する船長たちを上回るもの45)

があった.内 村はしぼしぽ世界大 ということばを用いたが,世 界の1つ の地域を部分的に

知ることで満足 しなかった.常 に世界的な視角anglemondialで 地球上の事物を眺め,彼

の許に集いよる知識人にこのような姿勢を植えつけた.0言 でいえぽ内村は遠 くプラ トン

に発 し,リ ッターによって強化 された 「部分の本質は全体の把握によっての み理 解 で き

る」 とい う最もオーソドックスな地理的世界観の持主であった.第0高 等学校不敬事件の

あと,彼 は非国民 という烙印を押され,「天が下に身を措 くことを得ぬまでに窮迫 した」46)

が,当 時か らみずか ら愛国心において人に劣らずと自認 し,一 生を通 じ彼の愛した2つ の

J47)の1つ はJapanで あった.そ のJapanも 内村晩年の門下大塚久雄氏によれぽ,「 霞

のかなたにあるような抽象的なものではな く,内 面においてこの日本の平民とい う具体的

なものに繋っていた」48).地 人論Uの 眼目も第9章 「日本の地理とその天職」にあって,

地理学 という衣にくるませた彼の愛国心,nationalismの 発露が地人論Uで あったかも知

れない.

3.2つ の地人論の特色と関連

ギ ヨ ・一一の地 人 論 は 前 述 の よ うに,「 人 類 の歴 史 に 関連 した 比 較 自然地 理 学 」 とい う副 題

が つ き,さ らに 題 名 の 下 部 に 「惑 星 の1つ で あ る地 球 の 住 民 は 宇 宙 とそ の 創 造 者 とを 深 く

洞 察 しな け れ ば な らな い」 とい う リヅ タ ー の こ とぽが 記 さ れ,開 巻 第1頁 か ら著 者 ギ ヨー

が 如 何 に忠 実 な リッ タ ーのfollowerで あ った か が 知 られ る.も ち ろ ん 文 中 しば しば リッ タ

r-一に 言及 し,こ の大 学 者 とか 歴 史 地 理 学 の創 設 者 な どの こ とぽ で 称 讃 し,大 陸 の地 形 や 群

別groupingに お い て リ ッタ ーほ ど の卓 見 は だ れ も もた な か った とほ とん ど手 放 しで リッ

タ ーを 持 上 げ る.

渡 辺博 士 が 指 摘 され た よ うに,地 人 論Gの 「内容 は き わ め て 忠 実 に,リ ッ タ ーの 地 理 学

を祖 述 した もの で あ り,特 に そ の 目的 論 は 師 に も増 して,敬 度 な 信 仰 心 に 裏 づ け られ て,

自信 に満 ち た 筆 致 で 強調 され て い た か ら,当 時 の ニ ュ ー イ ン グ ラ ン ドの キ リス ト教 的 風 土

に 受 け 入 れ られ や す か った もの と思 わ れ る」49).た しか に ニ ュ ーイ ン グ ラ ン ド地 方 の 紳 士

淑 女 に と って は,ヨ ー ロ ッパ の 自然 地 理 学 の粋 を集 め た 最 新 の 知 識 と,世 界 は 白人 種 のた

め に 造 られ た こ とを ほ の め か す よ うな甘 美 な摂 理 論 とを織 りまぜ た 彼 の 講 義 は こ の上 な く

貴 重 な もの だ った.思 慮 の 円 熟 した42歳 の ギ ヨー が,淡 々 と,い ろ い ろ な 図 表 を 示 しな が

ら,流 暢 な フ ラ ソス 語(書 物 は ハ ーバ ー ド大 学 教 授Feltonの 英 訳)で 語 りか け た ので あ

るか ら,ヨ.-Rヅ パ に 郷 愁 を 感 じて い る ボ ス トンの 市 民 は,厳 寒 を 物 と もせ ず こ の会 堂 に

集 って ギ ョ0の 講 義 を 傾 聴 した こ と で あ ろ う.も ち ろ ん 紹 介 者 で あ った ア ガ シ も臨 席 して

ギ ヨ ーの 講 演 の 成 功 を 念 じてい た.

ボ ス トン講 演 は 成 功 した が,時 代 は リッ タ ー を後 目(し りめ)に か け て 前 進 を 示 してい
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た.こ とに リッ タ ーに輪 を か け た ギ ヨ ーの 目的 論 的 地 理 学 は,ア メ リカ地 理 学 の 新 時 代 の

戦 士W.M.Davis(1850-1934)に よ って,こ っぴ ど く批 判 され た.デ ー ヴ ィ ス も地 人 論

Gの 冒 頭YTあ る 「原 因 に潮 る こ とな く,結 果 に 流 入 す る こ とな く,人 間 が 目撃 した1つ の

事 実 だ け を い と も簡 単 に 結 び つ け て 論 じ るの は 科 学 で もな け れ ば,地 理 学 で もな い」 とい

うこ とぽ は 地 理 学 の 指 導 原 理guide50)と して,彼 の 論 文 に 再 三 引 用 し推 賞 して い るが,全

体 と して 「地 理 学 は い まや ギ ヨ ーの 考 え てい る地 理 学 よ りは るか に前 進 して い る」51)と い

う批 評 で ギ ヨ ーを 突 き放 した.ま た 地 理 学 者J・K・Wrightも 現 在 の地 理 学 、界で は タ ブ ー

とな って い る地 理 的 敬 度 論Geopiety,地 的 神 学,地 的 目的 論 を19世 紀 中葉 の ア メ リカ地 理

学 者 と と もに ギ ヨ ーが 涼 しい 顔 を して称 え てい た と酷 評 して い る52).要 す るに ギ ヨ ーの 地

理 学 は あ ま りに も リッ タ ーを 墨 守 す る こ とに よ っ て,19世 紀 後 半 の 近 代 的 地 理 学 の 潮 流 に

乗 りえ なか った の で あ ろ う.

地 人 論Gは も とも と講 演 の集 録 で あ る か ら,科 学 的 地 理 書 と し ての 体 裁 は な く,索 引 も

なけ れ ぽ,章 別 の題 名headingも つ い てい な い.そ の代 わ り,各 講 ご とに10ほ ど の摘 要 的

な 小見 出 しが 付 して あ るが,第1講 は地 理 学 の定 義 を 含 む 序 論,2～9講 は 純 然 た る 自然

地 理 で,地 球 の 起 源 か ら大 陸 の形 状,山 脈 の 走 向,海 洋,気 候,植 生 に至 る ま で,実 に丹

念 な説 明 が200頁 にわ た って述 べ られ る.や や 冗 長 な 自然 地 理 の解 説 が 終 る と,こ こに は

じめ て 地 人論Gの 核 心 部 分 が 登 場 す る.10講 の後 半 に 世 界 の代 表 的 人 種16を 示 す 素 朴 な 肖

像 画 が 挿 入 され,人 種 の 分 布 と分 化 の 原 因,人 間 に 及 ぼ す 気 候 の影 響 が説 明 され る.最 後

の2章 は 歴 史 の 舞 台 と し て の北 方 大 陸 か ら始 ま り,今 日言 わ れ る南北 問 題 の 繭 芽 的 記 述 が

み られ る.ま た トイ ソ ビーな どの説 を想 起 せ しめ る よ うな 東 洋 と西 洋 との 比 較,文 明論,

文 化 の停 滞,社 会 組 織 の発 達 な ど,前 半 とは0転 し人 文 地 理 的 色 彩 が 強 くな る.12章 は 全

巻 の総 括 で,ま さに 目的 論 の名 に価 す る哲 学 的 な教 説 で あ る.歴 史 の地 理 的 行 進thegeo-

graphicalmarchofhistoryと い うこ とぽ を用 い,原 始 社 会 か ら始 め,奴 隷 制,ギ リシ ア・

ロ ーマ の 文 化 を 分 析 し,キ リス トの 生 誕 が 歴 史 の流 れ を 変 えた 大 き な世 界 史 的 出 来事 で あ

る とす る.地 中 海 地 域 か らキ リス ト教 と と もに 文 化 が 北 漸 し,全 ヨー ロ ッパ が1つ の 文 化

圏 に 統 合 され る.や が て ア メ リカ の発 見 とな り,従 来 歴 史 にみ られ な か っ た社 会 事 業 が こ

の こ ろか ら始 ま り,ア メ リカは そ の完 成 者 とな る.将 来 の文 化 は ア メ リカ人 の 双 肩 に か か

っ て い るが,そ の前 兆 は いか に して認 識 さ る べ き か.南 北 問題 を 解 決 す るに は,優 秀 な 国

民 は弱 少 民 族 に対 し責 任 を もた な けれ ぽ な らな い.信 仰 が 科 学 に よ って,み が きを か け ら

れ,深 化 され,信 仰 と科 学 とが結 合,調 和 す る こ とに よ って の み 将 来 の 世 界 的 諸 問 題 は 円

滑 に解 決 され る で あ ろ う.新 しい 人類 救済 のVisionは こ こか ら生 れ る.

12講 の結 論 部 分 は,地 理 学 者 の 発 言 とい うよ り,宗 教 家 的 あ るい は 哲 人 的 な ひ び きが あ

る.ギ ヨー は リッ タ・一一よ りさ らに さ か の ぼ る カ ン トの地 理 哲 学 を 合 衆 国 に 導 入 す るchan-

nelと な った53)と い う見 方 もあ り,小 藤 博 士 が 哲 学 的 地 学 者 と評 した の も 当 を得 て い る.

淡 々 と進 め られ て きた 自然 地 理 学 の 講 義 が,終 章 に 来 て爆 発 的 な高 ま りを見 せ,聴 衆 な ら

び に 読 者 を 幻 惑 した と言 え るで あ ろ う.

ギ ヨ ・一一一に は この 地 人 論 の ほ か,内 村 も参 考 書 目の一 つ に あげ て い る 『自然 地理 学』と 『天

地 創 造,近 代 科 学 よ り見 た る聖 書 の宇 宙 創 成 説 』Creation,ortheBiblicalCosmogonyin

theLightofModernScience(1884)が あ るが,こ こで は論 外 とす る.

ギ ヨー の地 人 論 よ り約50年 お くれ て 出現 した 内村 の地 人論Uは,地 理 学 そ の もの と して

は ギ ヨ0の 地 人 論 とか な り径 庭 が あ る.内 村 が1ギ ヨ ーの優 内 村 の 劣」 は 自明 の こ とで あ

る と書 い た のは,地 理 書 と して両 者 を 比 較 した 場 合 当然 の こ とで あ る.目 的論 的 で あ る と
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は い え地 人 論Gは,長 期 間 の準 備 とi熟考 に よ って 整 然 とarrangeさ れ た み ご とな 地 理 書 で

あ り,ギ ヨー の学 識 と誠 実 な 人 格 を反 映 して い る.は じめ て ア メ リカか ら招 待 され,こ の

た め 多 少 ア メ リカに 阿 る よ うな発 言 が な くもな い.ま た 温 帯 地 域 の住 民 は 常 に知 性,活 動

の 人 で あ り,人 類 のbrainで あ るが,熱 帯 住 民 は常 にhandsで あ り,働 き手 で あ り,勤 労

の息 子 た ちsonsoftoilで あ るな ど甚 だ しい 人 種 差 別 的 な 記 事 も あ る.北 方 大 陸 の住 民 は

指 導 者leaderと して造 られ,南 方3大 陸 の住 民 は そ の補 助 者aidsと な る べ く運 命 づ け ら

れ て い る.白 人 こそ 人類 の うち 最 も純 粋 で あ り,最 も完 成 され た タイ プ で あ る.こ の よ う

に,部 分的 に前 近 代的 な 偏 見 が あ るに せ よ,地 人 論Gが 発 刊後 しば ら くは,当 時 の ア メ リ

カ と して は珍 しい 体 系 的 な地 理 書 と して 知 識 人 の歓 迎 を うけ た こ とは事 実 で あ ろ う.

これ に反 して 内 村 の 地 人論 は,『 地 理 学 考 』 と い ういか め しい鎧 をつ け て 明 治20年 代 に

登 場 し,知 識 人 に も一 般 大 衆 に も正 真 正 銘 の地 理 書 と して受 け とめ られ た.し か しい か な

る 意 味 に お い て も,内 村 地 人 論 は ギ ヨ・一一のそ れ とは 全 然 質 が 違 う.ギ ヨ ・一一は 端 然 と落 ち 着

きす ま した0人 の 紳 士 が 静 か に さ さや い て い る姿 にた とえ られ,内 村 の は,弊 衣 破 帽 の 書

生 が 月 に 向 っ て うそ ぶ い て い る姿 に さ も似 て い る.ギ ヨ,一地 人 論 は とに もか くに も講 壇 的

地 理 学 と言 え るが,内 村 の は 強 烈 な 主 張,地 理 学 を手 段 と した 一種 の 呼 び か けipnovation

で は な か った か.

地 人 論Uの 冒 頭 の 地 理 学 の定 義 か ら してす で に型 破 りな の で あ る.内 村 は 前 述 の よ うに

地 理 学 を 愛 歌 で あ り,哲 学 で あ り,予 言 書 で あ る とす る.こ れ は 内 村 の さ き に も,あ とに

も 日本 で は 全 然 見 られ な か った 粗 野roughな 概 念規 定 で あ る.小 心 の地 理 学 者 の発 想 の枠

外 に あ る乱 暴 な 定 義 と見 る よ りほか は な い が,そ れ に もか か わ らず イ ギ リス の地 理 学 の 巨

匠 マ ッキ ソ ダ ー卿 や ス タ ン プ卿 の定 義 と大 網 に お い て 一 致 して い る.筆 者 も2,3度 対 談

した 故 ス タ ン プ卿 は 「地 理 学 は 科 学 で あ り,哲 学 で あ り,そ して芸 術 で あ る」54)と 記 して

い るが,ス タ ン プ よ りも50年 以 上 以前 に 内 村 は ほ ぼ 同 じ発 想 で地 理 学 を把}て い た.

明 治 期 の 学 者 の 博 引労 証 は 内村 に限 った こ とで は な い が,内 村 の それ は 絢欄 多 彩 で,地

人 論Uの 第1章 「地 理 学 研 究 の 目的 」20頁 の な か に 引 用 され て い る人 名 の数 は,ギ ヨ ーの

地 人 論 全 巻310頁 の な か に見 出せ る学 者 名 の 数 よ り多 い.ギ ヨー の 引用 人 名 は地 理学=者 ・

地 質 学 者 ・気 象 学 者 に限 られ る が,内 村 は 地 理 学 者 の ほ か,政 治 家 ・軍 人 ・哲 学 者 と人 を

}ら ば ず
,ま た 古 今,洋 の東 西 を 問わ ず きわ め て 姿 意 的 に 先 人 の こ とば を 引 用 した.試 み

に 第1章 に おけ る 引用 人 物 名 を登 場 順 に 記 せ ぽ,バ ス コ ・ダ ・ガ'7,ル ・一一テ ル,吉 田松 陰,

ヘ ロ ドタ ス,ア レキサ ソ ドル,シ ーザ.一一.,ナ ポ レオ ソ,チ ャ タ ム,モ ル トケ,リ ッ タ ー,

ゲ ー テ,孟 母,ボ ル ン,ミ ル トソ,林 子 平,バ イ ロソ,シ ル レル,ウ ォル ズ ウ ァ ー ス,イ

ブ セ ソ,ビ ョル ソ ン,ラ マ ・一チ ソ,王 陽 明,ダ ー ウ ィ ソ,ス タ ソ レー,福 島 中佐,ス ペ ソ

サ ・一一,フ ソボ ル ト,ペ ヅ シェ ル,ギ ヨ ・一一とな り,こ れ だ け で一一般 地 理 書 か ら逸 脱 して い る

こ とが 知 られ る.し か し同時 に 内 村 は い か に も して,国 民 に 地 理 学 の重 要 さ を認 め させ よ

うと して,広 い 視 野 か ら地 理 学 の位 置 づ け を 意 図 した の で あ る.

12章 の うち,第2,第3の2章 を 割 い て 地 理 学 と歴 史 のか か わ りを述 べ,と くに 地 形 が

歴 史 に 及 ぼ す 影 響 を 述 べ る.し か し環 境論 者 と呼 ば れ た イ ギ リス のBuckleやDraperの

よ うな機 械 的 な地 人 相 関 に陥 りた くな い とみ ず か らい ま しめ て い る55).B6版230頁 の 全

巻 を 費 して 内村 が 唱}る 地 理 学 は,さ きに 述 べ た 彼 の 地 理 学 の定 義 と背 馳 しな い.も ち ろ

ん 「真 理 を恋 ひ 慕 う誠 意 を 以 て す れ ぽ 」 とい う条 件 が つ い て い る が,こ うい うま じめ な 探

究 者 に とっ て は,地 理 学 は0種 の 愛 歌,す な わ ち 芸 術 で もあ り文 学 で もあ る.こ の こ とを

示 す た め,内 村 は 内 外 の詩 人 に よ る詩 を 多 用 す る.か な り長 編 の詩 を 英 語 また は ドイ ツ語



38 奈 良 大 学 紀 要 第6号

の原文のまま引用し,個 所によりその日本訳は略されている.

だから多少とも外国語の素養のない読者にはこうした文学の引用部分は十分に理解でき

なかったであろ う.地 理書に多 くの詩歌を引用するのは,科 学的地理学にとって邪道のよ

うに,日 本では現在でも思われ勝ちであるが,欧 米地理学者の筆になる地理書には日常茶

飯事的に詩文の引用があ り,こ の点われわれの反省が要請される.外 国文献を自由に馳使

することができた56)内村は,地 理書)/Y詩文を多用することになにら抵抗を感 じなかったで

あろう.

「一種の愛歌なり」 とい う定義につづ く第2段 として,内 村が述べた 「山水を以て画が

かれたる哲学な り」 ということばにも地人論全体が対応を示している.巻 末の参考書 目と

して内村が掲げているヘーゲルの歴史哲学 とリッターの思想が根幹 となっているが,他 の

哲学者 ・思想家からの引用も多い.内 村は1つ の思想をもって地球上諸地域 ・各国の位置

・地形 ・文化 ・社会をながめなければならない と主張する.ま た リヅタ・一一の地理学の特色

の1つ であった比較地理の手法も随所に試みている.

最後に地理学は 「造主の手に成れる預言書」 とあり,こ れは現代の読者にとっては,絶

対許せない19世 紀的後遺症であるかも知れない.こ の点では50年 前のギヨ.一一_の地人論から

一歩も前進 していないかのように見える.第4章 にわざわざ 「地理学と摂理」とい う章を

設けているのは科学的地理書 としては致命的毅瑛 と受けとめられるであろう.し か し意外

にも,内 村はここで一般に神意または摂理 と訳されているprovidenceと い うことばは,

1つ の意匠designで あると説明する.換 言すればこの世界は神とい う偉大なdesignerが

丹青をこめて作 りあげた0つ の芸術作品とする見方である.筆 者の畏友元工一ル大学教授

Jones氏 はかつて,EnjoymentofGeography57)と い う論文の結論 として,こ の秩序ある

美しい世界を創造したとい う神はあるいは地理学者であったかも知れないとい う含蓄のあ

ることぽを残したが,内 村がここで語 りかけようとしたのも,Jonesと 同じように大陸の

分布,相 貌,山 脈の走向が人間に対 し十分意味があるということである.

しかしこの章はギヨ・一一を意識 しすぎたためか,内 村 らしくなく,精 彩 を欠 いて い る.

「地の目的は如何」と自問 し,ヘ ーゲル以下4人 の哲学者の説をつらねているが,力 量感

がない.い わゆる目的論が粗雑につめこまれた密室の感があ り,内 村地人論のむなしさを

誹諺する人たちへの好餌 となっている.

第4章 「地理学と摂理」が内村地理学の陰惨な谷間とすれば,第9章 「日本の地理 と其

天職」は闊達たる平原であ り,峨 々たる山頂である.内 村はこの章一章に彼の学問と至誠

のすべてを賭けた.東 西両世界のfringeに 位置を占める日本は,東 西両文明を吸収昇華 し

て新 しい文化を創造,こ れをふたたび東西両世界に伝達せねぽならない.地 理学的に見た

日本国の天職は東西両洋間の媒介者となることである.こ の結論に達するために,日 本の

地形,日 本の地質構造を世界の諸地域と比較 し,そ の上で リヅター,ギ ヨー流の歴史的考

察が加えられる.延 々30頁にわた り,分 量的にも最も多い この章は 「さし出る朝日の本の

光より高麗もろこしも春をしるさん」とい う平賀源内の歌で統括される.地 人論Uの 自眉

であ り,圧 巻であったこの章は明治の青年たちに感動をもたらし,い まさらのように日本

の地理的位置の重要性を 日本人に認識させた.

残余の5章 は世界の各大陸の地理の特色を論 じたものであるが,ギ ヨーが露骨に表明し

た各大陸の文化格差はここでは取 り扱われていない.「 旧大陸の北端ノルウェーの北岬か

ら,南 はアフリカの南端喜望峰まであい然たる平和が充満する」58)ことが平和論者内村の

願いであったし,と くにアフリカについてはヴ イクトル ・ユーゴのことばを引き 「19世紀
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において白人は黒人より人を作ったが,20世 紀においては ヨーロッパはアフリカより世界

を作るであろう」59)と言っている.

各大陸の地理的条件から帰結 した大陸の将来像について80年 前の内村の予見は どの程度

正 しかったか,地 人論の記事 と現在の世界の状況とを照合することは興味ある課題である

が,そ れは後日にゆず りたい.

む す び

以上50年 とい う歳月を隔てて公にされた2つ の地理書の特色を摘記 したが,こ れによっ

てこの両書が,名 前は同じでも,内 容的にはかなり異質的であることをある程度立証 しえ

たと思 う.ギ ヨーは自然地理であった し,内 村のは人文地理であった.も し内村の地人論

が単にギヨーを換骨奪胎 して書かれたものならば,半 世紀とい う時間は空しく経過 したこ

とになる.こ とにギ ヨ.一の時代から明治の中期にかけては,例 の文明開化期を含み,日 本

では文字どお り日進月歩の時代であった.地 理学においても,内 村がギ ヨ.一一.を祖述しただ

けで,な にら前進していなかったとすれば,そ れはあまりにも悲しい事実である.し か し

実際はそ うではなかった.内 村とい う天才的思想家が出現し,ギ ヨ.一一_さらには リッターま

で棚 る目的論的地理学が0つ の流れとして内村地人論を貫いてはいるが,古 今東西の大思

想 ・文学を吸収 し,独 自の体系をもたせ十分近代性のある地理学を日本の識者に提示 した.

日本人の心を世界につなぎ,日 本に生れた世界の市民を作ることが彼の目標であった.

ただ内村の軌道を置いた地理学が,そ の後日本において順調に発達しつづけたかどうか.

また 日本人そのものが地人論において内村が期待 した とおりの日本人にな りえたかどうか,

『地理学考』を 『地人論』 と改題 した第2版 の序に 「日清戦争以後の日本人は余が本書に

於て論究せ しが如き大天職を充たすの民にあらざるが如 し.然 れども余は天の指明を信ず

る篤 し,な ほ暫 く余の考察を存して事実の成行を待たんと欲す」 とあり,地 人論刊行2年

後に早 くも内村は日本人に失望 し,救 のない悲観論に陥っている.し かしこの書物を著作

してか ら内村はなお30数年生き延び,1930年(昭5)3月28日 夢魔のうちアフリカのこと

を 口走 りなが ら,永 遠の眠 りについた.享 年68歳 であった.

なお筆者が内村の地人論に関心を もち,小 文60)を公にしたのち,辻 村太郎博士から手厚

い励ましのことばを賜わ り,石 田竜次郎,小 堀巌両氏から関連資料を送って頂 くなどさま

ざまの援助を頂いた.渡 辺光氏を含む以上諸氏の御好意に対 しこの機会に深甚の謝意を表

しておきたい.

注

1.内 村 鑑 三 に 従 っ て こ こ では ギ ョー と呼 ぶ.渡 辺 氏 は グ ヨー と書 き,小 藤 文 次 郎 博 士 は ジ ョー と

した.あ る いは ゲ0オ ーGeo(Americana,Guyotの 項)が 正 しい の か も知 れ な い.

2.野 間 三 郎,『 近 代 地 理 学 の潮 流 』1963,PP.60-121.

3.水 津 一 朗,r近 代 地 理 学 の 開 拓 者 た ち』1974,pp.1-36.

4.岩 田慶 治,「 カ ール ・リ ッタ ー の位 置 づ け に 関 す る0つ の 試 み 」,人 文 地 理3の3.1951,pp.

27-40.

5.Marsh,Reclusは いず れ も内 村 の 地 人 論 の 参 考 書 目 に入 っ て い る.ル ク リュ ー は1851年 に リッ

ター の 講 義 を 聴 き,地 理 学 者 を 志 した とい う.

6.石 川 三 四 郎,「 内村 さん の 思 い 出」,鈴 木 俊 郎 編,『 回 想 の 内村 鑑 三 』(以 下r回 想 』 と呼 ぶ),

1956,p.63.

7.渡 辺 光,r地 理 学 概 論』,1977,pp.124-125な お この 個 所 に 内村 の地 人 論が1892年(明 治25年)
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に 出 た とあ るの は,渡 辺 氏 の 誤 認 で,1894年 が 正 しい.

8.ギ ヨ0の 書 物 巻 末 のAdvertismentの なか で,ア ガ シは 幼 時 か ら の 友 達(hisfriendfrom

childhood)と 書 い てい るか ら,か れ ら の友 情 は も っ と早 く芽 生 え て い た か も知 れ な い.

9.ア ガ シの 祖 先 は ナ ン トの 勅 令 で フ ラ ン スを 追 放 され た 聖 職 者 で あ っ た.

10.地 理 学 者Hartshorneは,ギ ヨー は リ ッタ ーのstudentで は な か った に し て もfollowerだ っ

た と述 べ て い る,TheNatureofGeography,1967(初 版 は1939)P・85・

11.リ ッ タ0と マ ル ク ス との 師 弟 関 係 は 教 育 学 者,元 京 大 総 長,故 小 西 重 直 博 士 の 教 示 に よ る.時

期 は1838～40年 ご ろ と思 わ れ る.な お ドイ ツ のMoltke将 軍 も リッ ター の 影 響 を うけ,多 くの

地 理 学 的 論文 を書 い た あ と,軍 事 地理 学 的 な 戦 略 を 立 て た とハ ー ツ ホ ー ンは 記 して い る.前 掲書

p.85.内 村 は 「独 の将 軍 モ ル トケ 伯又 地 理 学 の 泰 斗 な り」 とモ ル トケの こ と を 記 して い る.(地

人 論,1章).

12.ギ ヨ0が 標 本 採 集 に熱 心 で あ った の で,フ ンボ ル トは 彼 に ベ ル リン動 物 園 の無 料 入 場 権entree

を 与 え た とい う.
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CarlSandburg,AbrahamLincoln,theWarYears,Vol.II,1939,p.319.

矢 津 昌永,『 日本 地 文 学 』1890,序 文.な お 内村 は 地 人 論Uで しば しば この 書 物 を 引用 した.

渡 辺 前 掲 書 お よび ブ リタニ カ,フ 。リン ス トンの 項.

ギ ヨー の 伝 記 はT.W.Freeman,AHundredYearsofGeography,1965,ほ か 数 書 に よ る.

Hartshorne前 掲 書,P.85.リ ッ ター の ベ ル リン大 学 地 理 学 教 授 就 任 は 水 津 一一朗 氏 は1825年 と

記 してい る.

18.L.C.Peltier,Geomorphology,inAmericanGeography,InventoryandProspect,1954,

p.364.

lg.PierreGeorge,DictionnairedelaGeographie,1970,p.219,D.Stamp,AGIossaryof

GeographicalTerms,1970,p.225.

20.C.Sauer,TheEducationofaGeographer,A.A.A.G.,1956,p.288.

21.地 人 論U,p.19.

22.筆 者 の 手 許 に も岩 波 版 全 集 の ほ か20を 超 え る評 伝 ・研 究 書 が あ る.近 くは 雑 誌 「思 想 」1977,

9号 に 東 大 教 授 石 田雄 氏(政 治 学)と 高 崎 宗 司氏 の 内村 に 関す る 論 文 が あ る.な お 品 川 力,『 内

村 鑑 三 研 究 文献 目録 』,1968参 照.

23.内 村,「 目的 の 進 歩 」(1913),内 村 鑑 三 全 集,岩 波 書 店 版(以 下 全 集 と呼 ぶ).13,P・401・ 「余

は 始 め に 地 理 学 者 を な らん と欲 した,札 幌 農 学 校 に入 り し時 の 余 は そ れ で あ った 」 に 始 ま り,水

産 学 者,慈 善 家,教 育 者,社 会 改 良 家,聖 書 学 者 と時 代 ご とに 目的 が 変 わ った こ とを 回 想 して い

る。

24.Sauer,前 掲 論 文.

25.志 賀 重 昂 『日本 風 景 論 』(岩 波 文 庫 版)序 文 で小 島 鳥 水 氏 が 志 賀 ・内村 が 同期 生 と害 い てい る の

は 小 島氏 の誤 認 で あ る.志 賀 は 日本 の 社 会 で 地 理 学 者 と して み とめ られ た 最 初 の人 で あ る.

26.宇 田道 隆,「 内村 鑑 三 と水 産学 」,前 掲r回 想 』 所 収.p.134.

27.HistoryoftheFreshWaterFishesofCentralEurope,1830年 に 予 報 をiiiし,39～42年 に完

成 した.

28.内 村 鑑 三,「 流 窟 録 」,全 集2.

29.新 島は 同志 社 大 学 の創 立 者,上 州 安 中 の 産,内 村 よ り20年 早 く1864年 禁 を犯 して渡 米,神 学 の

ほ か,熱 心 に地 質 鉱 物 学 を 学 ん だ.な お 津 田塾 の 創 立 者 津 田梅 子 も ア メ リカ留 学 中地 学 に興 味 を

も った.

30.内 村,「 わ が 信 仰 の 表 白」(1891),全 集2,p.139以 下.内 村 は ア マ ス ト大 学 の 付 近 を 流 れ る

コ ネ チ カ ッ ト川 を 愛 し,石 狩 川 と と もに 生 涯 忘 れ る こ との で き な い2つ の 大 きい 河 で あ る と した,

内村 「秋 と河 」,『 内村 鑑 三 随 筆 集 』(岩 波 文 庫),1932,P・211・
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前 掲,「 流窟 録」,全 集2,p.114.

全 集2,PP.374-382.

この書 物 の な か で も興 国 の1つ の 要 素 と し て地 理 が 強 調 され て い る.

大 久 保利 謙,「 内村 鑑 三 とナ シ ョナ リズ ム」,『回 想 』p.87.

内村 は シー リー総 長 の こ とば と して,地 質 学 を 学 ぶ こ とは 容 易 で あ るが,地 質 学 を 教 え る こ と

は難 しい と言 ってい る.内 村 「後 世へ の最大遺物 」.全 集1,p.354.

36.ア ガシの 自然重視説 をたたえた詩 人 ロングフェローの詩を 内村は記 している.(全 集,2,P.

122).

37.前 掲,「 流窟録」,全 集2,p.123.

38.明 治28年6月 ごろは下立売 通小川西入 ルに住み,9月 に は新 町通竹屋 町の便利堂中村弥左衛門

宅に移 ってい る.現 在同所 に内村滞在 記念の 自然石があ る.(小 原信,r評 伝 内村鑑三』1976,p.

191.)

39.全 集16(英 文),p.15以 下,し ば らくのち内村 自身 これ を訳 し「日本国の天職」と して発表 した.

40.内 村,「 日本国の天職」全集1,p.163以 下.内 村は 「世界 の 日本 」(1896)の なかで も同 じ思

想を述べ,日 本は世界に対 して重大 な責任 を負 うべ きだ として いる.

41.『 日本風景論』は志賀重昂31歳 の作,ア ジア人文 の開発 は,日 本人の天職 とした点は 内村地人

論 と共通 してい る.志 賀に も全集8巻 と単行本 多数があ る.

42.岩 波版全集20巻(1936～38)と 著 作集21巻(1953～55)の ほか敬 文館版全集53巻(1960～73)

もちろん単行本多数があ る.

43.デ ル マル クの話(1913)は 単行木 として刊行 された.そ のほ かオ ランダ,フ ィンラン ド,中 央

ア ジア,中 央 アフ リカにつ いて記 し,ア ルベル ト ・シュワイツェルを 日本に最初に紹介 したの も

内村であ る.

44.MarionNewbegin女 史を編集者 とす るScottishGeographicalMagaz{neは 内村の愛読 した

雑誌で,彼 の著作中にNewbeginの 名 が よく出て くる.女 史 にはModernGeographyな ど数

冊の著書があ るが,著 者名 として常にM.Newbeginを 用 い,日 本 の地理学 者のなかには,男 性

と間違 えてい る人 もあ る.

45.山 桝儀市,「 内村先生の思出」,鈴 木俊郎編,『 追想 集内村鑑三』,1949,所 収P.133.朝 洋丸

船 長山桝氏に よれば,内 村の頭には常に世界地 図が展 開 されていた とい う.
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宮 部金 吾,『 内 村 鑑 三 君 小 伝 』,1932,p.25.

も ち ろ ん そ の1つ はJesusイ エ スキ リス トで あ る.

『大 塚 久 雄 著 作 隻 』10,p.162.

渡 辺,前 掲 書,p.124.

W.M.Davis,ThePhysicalGeographyoftheLands,inGeographicalEssays,1909,p.

71.

51.T.W.Freeman,AHundredYearsofGeography,1965,p.70.

52.J.K.Wright,NotesonEarlyAmericanGeopiety,inHumanNatureinGeography,1966,

p.250f.

53.前 掲,Peltier,Geomorphology,p.364.

54.D.Stamp,AnIntermediateGeography,1954,p.1.

55.地 人 論U,全 集1,p.547.内 村 は こ こで バ ッ クル や ドレーパ0の 所 説 は歴 史 と地 理 学 とを 混

同 す る も の で,両 者 の 関 係 を 論 じた もの で な い と,明 瞭 に 環 境 論 を排 撃 した.地 人 論Uよ り12年

後 に 出 た高 山林 次 郎(樗 牛)の 『世界 文 明 史 』 は ギ ゾ ー,テ0ヌ,ド レーパ ー(Draper,Inte11-

ectualDevelopmentofEurope)を 多 用 し,環 境 論 に 終 始 して い る.

56.内 村 は 口本 一 英 語 の達 人 の評 が あ っ た.原 稿 な しに 英 米 人 の 集 会 で 講演 が で き た の は 当 時 と し

て は 内 村 の ほ か に は な か った と英 語 学 者 斉 藤 勇 博士 は言 って い る.前 掲,r回 想 』p.238.
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S.B.Jones,TheEnjoymentofGeography,

内 付,地 人 論,P.220.

同 上,p.221.

辻 田右 左 男,「 地 人 論 とそ の 著 者 」,日 本 史 研 究7,

要 第6号

Geogr.Rev.,Oct.,1952,p.

1949,

543.

summary

SinceCarlRitteradvocatedanewprincipleofgeography,thereappearedmanybooks,

treatingthemutualrelationsbetweentheearthandman.Inthelatterperiodof19th

century,A.Guyot's"TheEarthandMan"waswelcomedbyEnglish-speakingnations

asthemostconspicuousoneamongsuchbooks.Ontheotherhand,inJapanKanzo

Uchimura,abrilliantChristianthinker,whohadalreadywrittenthefamousEnglish

book"HowIbecameaChristian",publishedthe"chijin-ron".Thatwasanessay

concerningtotheman-landrelationship.Dr.AkiraWatanabe,theformervoting

committeeofJapanintheInternationalGeographicalUnion,arguedtheUchimura's

bookwasmerelyhalf-translatededitionofGuyot'sbook.Thewriteralreadyhada

thoughtthatUchimura'sbookwasanoriginalworkconveyingthenewideaofgeography

andworld-widemissionofJapanesepeoplewhoaretobetheadvocateoftheAsiaand

harbingeroftheEurope.SurelyUchimuraquotedseveralpassagesfromGuyot'sbook

andfollowedsomewhattheRitterandGuyotlines.ButasawholeUchimuranever

commenteduponGuyot'sgeography.Comparingthesetwobooks,thewriterfoundout

thedifferentiationofthem,ratherthantheidentification.Inadddition,thewirter

workedonthelivesofthesetwopersonalities.

ThewriterexpressedinthisoccasionthedeepestgratitudetoDr.Watanabeand

wantstodedicatethisessaytohim.Andalsothewritermustrememberthekindly

helpsandappreciationsofDr.Tsujimura,Mr.IshidaandMr.Koboritowardtheauthor's

formerwork,"KanzoUchimuraandhisGeography"in"NihonshiKenkyu"No.7,1949.


